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第五章 装置の説明　
5.1 装置の構成
EL検査装置の主要な部分：EL検査装置。











5.2　 EL檢查装置
主要なユニットは、下記のリストから構成されます。
 (1)
モジュールを伝送する伝達機
(2)
光を遮るカバー
(3)
CCDビデオカメラおよび支え座
(1)モジュールを伝送する伝達機
チエーン伝送する機械は積載する/ダウンロードするPV素子の両端をサポートします。

積載して操作する時、インストール検査の位置を指定する減速する光電センサーと

PV素子を停止する光電センサーが使用されます。










素子誘導装置の位置を検査ＰＶ素子の広さまでに調整することができます。
（素子誘導装置の実際の広さは、素子誘導装置の広さ＋約2mmの目盛分割の数値で調整します。2mmのギャップにより仕事の部分を滑らかに執行することが出来ます。調整した広さは顕示された目盛りが素子誘導装置の実際の広さ＋約2mm。2mmのギャップは、固定した数値ではありません、仕事を確実にスムーズに進めるための微調整です。）

[素子誘導装置の実際の広さを調整する方法]（変化をインストールする）
1. 取ってカバーを開けます。
２．左回りの回転で留め具をゆるめて、ロックを解　　　　　除します。

３．手動ハンドルをデジタル標示装置は素子が必要とした広さまでに顕示されるまでに回転します。（デジタル標示装置の数値は、直接にモジュールの広さが標示されます（mm）。例えば、
デジタル標示装置の数値567.8は、素子の広さも567.8mmを意味しています）
4． 右回り回転で、快速的に締める棒は、設定された広さをしっかり固定します。
5． すべりの扉を開けて、素子の広さを測量します。測量した広さは検査待ちのモジュールの広さより2mmの幅が多かったことを確認します。
6． 取っての蓋板を閉めます。
7． コントロール・パネルの上に加工するモジュールのプランを選択します。

第８章の“コントロール・パネルの画面を説明する、プランのページ”をご参照してください。
（2）　遮光するカバー
　　画像が形成される原因で、カバーの板は、検査装置内部を遮断するために使われます
（暗室と同じように）





滑りの扉








PV素子の入入と出力の扉はシリンダーのスイッチからコントロールします。シリンダーの自動スイッチは扉の検査に用いて開けるか閉めるかどうかを確かめます。素子が転送する時、もし扉は開けるならば、警報してから伝送を停止します。このほかに、ELが検査する時、扉は閉めていないで、警報はしますが、検査を実行しません。空気圧で動く設備は、操作人員の向こう側の支柱の下部据え付けられています。
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	自動的に操作する時、光を遮って箱の入り口と出口の扉が自動的に開けて閉じます。手が挟まれる危険あるため、扉が開けて閉じる時に出口と入り口の扉に近づけないように注意してください。

光を遮って箱の入り口と出口の扉を手動モデルの時に手動の押しボタンから開けて閉めることができます。手動の押しボタンで扉を開けて閉める時、近くに人がないことを確認して下さい。


光を遮るカバーの上に１つの滑りの扉があって、それによって直流出力線はＰＶ素子につながることが
出来ます。（注１）。滑りの扉を手動で開けて閉めることが出来ます。扉の上に一つ磁気のリード式の

開けて閉める検知するスイッチがあって、扉が閉められる時間を確認します。扉が閉められていない時に、自動モデルの下で警報が出されます、なお伝送及び検査が執行不能になります。伝送する時に滑りの扉はスイッチによって伝送情報の信号をＰＬＣまでに伝送し、扉が開けられている時に伝送及び検査が自動的に停止になります。（注１）もし、銅ベルト自動連結するユニットが装着されれば、自動モデルの状態になる時、操作する人員から直流連結の操作が不要です。このほかに、素子の広さの手動で調節する扉がまた閉められていない時に、自動モデルの状態下で警報がします、なお伝送及び検査が執行不能になります。
（3）　CCDビデオカメラ及び支え座
PVモジュールは、Y軸の支え座の上にインストールされた3台のCCDのビデオカメラから写真を撮ります。

Y軸の支え座はボールのガイド・スクリューとサーボモーターの駆動モバイルが写真と位置の間で移動します。
内蔵される潤滑にするユニットはY軸ボールのガイド・スクリューから提供します。

それが所以に長期に亘ってメンテナンスが要りません。
[Y軸の規格]
	項目
	Y 軸

	走行するスケジュール、mm
	650

	最高速度、m/min
	30

	正確率、　mm
	±0.05

	作動する方法

	ボールのガイド・スクリュー

	驅動するモーター


	交流伺服サーボを交流する


5.3　 EL検査と制御するPCフレーム
第6章の“EL検査とコントロールの説明”をご参照してください。
5.4　 EL装置と操作するコントロールパネル
第7章の“操作する方法”と第8章の“画面を操作する”をご参照してください。
5.5　 EL積載する伝送機
素子をEL検査装置に送り込む前に、ELが積載する伝送機は、手動で素子機能を合わせて次の通りの機能が具有されます：
(1) 設定する側の伝送機の素子の誘導する装置と素子の幅が等しいです。

(EL検査装置の素子の誘導する装置の幅を調整することも必須です。)
(2) “作業される部品を設定する”の押しボタンを押さえつけます。モジュールはローラーを高く持ち上げることをサポートします。
(3) 素子は誘導装置の内に送り込んで、そして伝送機械センターに推し進めます。

(4) “作業される部品が設定完了”の押しボタンを押さえつけて、素子はローラーの下落を支援して、モジュールは伝送されて待機する位置に着きます。
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EL檢查装置の概況





CCDビデオカメラ及び支え座





























 

















 





手動操作のコントロール・キュービクル


控制櫃




















 


























 














 








 





ダウンロードする側


開ける/閉める





積載する側


開ける/閉める


開/關門





カバー板





 





組件出→





組件入→





手動直流挟み具の位置


(カバー板の下に)





蓋板





 





素子誘導装置の幅を調整する取っ手(蓋の中に)








滑動門





扉の開けて閉める位置








しっかり固めたばさみを急に回転します。
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モジュール





素子誘導する装置





素子誘導装置の幅を調整する取っ手





停止センサーnsor





減速センサー





伝送する方向
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